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【諸言】

現在スポーツとしての空手は日々進化しており、その競技人

口は飛躍的に増加している。そして空手をオリンピック競技に

するために世界空手道連盟によって空手の組手におけるルー

ルが国際的に 1 つに統一された。空手のルールは原則寸止めで

あるが、実際の試合では突き・蹴りが激しく当たり、傷害を負

うことも少なくない。そこで現在空手では怪我の防止のために

マウスピースの装着が義務付けられている。マウスピースの装

着によって口周辺や口腔内の傷害を減少させることができる

というのは多くの研究によって証明されている。しかし選手の

中にはマウスピースの装着によって違和感を覚えたり吐き気

を感じたりする選手もいる。スポーツのパフォーマンス能力に

おいて心理的な要素は大きいので、マウスピースの装着によっ

てパフォーマンス能力が向上する選手と低下してしまう選手

が出る可能性があると考えた。そこで、本研究は、現在実際に

マウスピースを装着して空手競技を行っている現役部員を対

象に様々な実験を行い、マウスピース装着が空手のパフォーマ

ンスに与える影響を調べた。

【方法】

某大学の空手部員数人を対象にマウスピースに関するアン

ケート、マウスピースを装着した時としない時の中段逆突きと

中段前蹴りの膝の抱え込みのスピードの計測を行なった。

【結果】

アンケート：マウスピースをしたほうが良いと答えた部員は

48％、しないほうが良いと答えた部員は 52％であった。した

ほうが良いと答えた理由としては、突く瞬間に力を入れやすい、

安心感がある、等であった。しないほうが良いと答えた理由と

しては、吐き気がする、呼吸がしづらい、等があった。

スピードの計測の実験：マウスピースを装着しないときに比

べてマウスピース装着時に突きも蹴りの抱え込みもスピード

が有意に上昇した(図 1)(図 2)。

図 1：中段逆突き実験結果(＊:t-test p<0.05)

図 2：中段前蹴り膝の抱え込み実験結果(＊:p<0.05)

【考察】

咬合によって筋力が増強されるということは様々な実験で

明らかになっている。本実験によって、マウスピースがスポー

ツパフォーマンスに影響を与えている可能性が示唆された。マ

ウスピースを装着することによって競技を行う際に咬合がし

やすくなり、筋力が増大し、結果技のスピードが上がったと考

えられる。

【総括】

傷害防止のためにも空手の組手競技におけるマウスピース

の装着は必須である。今後生理的観点からマウスピースがパフ

ォーマンスに与える影響を検証していく必要がある。それとと

もにマウスピースが選手に与える精神的な不快感を軽減でき

るようにマウスピースをさらに改良していく必要がある。
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